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リレーエッセイ 第９６号 

投稿日 2022年 8月 20日 

香川ブロック  多田 茂 

 

ありがとう！！「 三 洋 電 機 」 
 

 先日、ここ３年程入退院（今年に入って、既に  

５回目）を繰り返している妻の体調がすこぶる  

良かったので、娘夫婦達には内緒で、小田和正の 

野外ライブコンサート《こんど♪君と》に友達の 

奥さんと３人で行って来ました。夕暮れ時の小田湾

をバックに、 ～魅力あふれる音楽の世界～ に感動

して、途中から涙が溢れ出てきました。 

 高校時代の３年間、目の前にある三洋電機の合同

ビルを眺めていた私が、まさかその会社に入社し

て、そこで出会い結婚して４４年間、ずっと応援し

てくれた妻を『今年も、コンサートに連れてこれて

よかった』という満足感と、その場の雰囲気にも吞

み込まれ、思わず涙してしまいました。 

 

 昨年末にも、妻の体調が良い時に、広島に観

光がてら、ドリカムのコンサート《ACOUSTIC

風味 LIVE》に連れて行ったのですが、その時に

は涙はなかったのに、、、、 

 その後、入院等もあり、一緒に出かけるのは

買い物と孫守り、日帰り旅行をするのが精一杯

で『コロナ禍の中、真夏のコンサートは 無理

かな』と、本人も思ってたそうで、感動を共有

できたのが涙の原因かなと思っています。 

 

 一昨年、せっかく苦労して手に入れたオリンピック観戦が延期になり、昨年とうとう 

無観客開催で、待ちに待ってた東京観光は中止となり、３年振りに集合するはずの北海道

と横浜の友達夫婦達に会えずがっかりしてた妻ですが、今秋、再会の計画が持ち上がり、

本人は『絶対に行く』とは言っていますが、いつ病気が再発するのか、私の心配の種です。 

 

 

【小田湾での小田和正コンサート】 
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出会いの面白さ 

 いきなり、妻との出会と現状から書き出しましたが、小田和正の歌をじっくり聞いて 

いて、現役時代の元上司から（＊）『これからも多くの人と出会うと思うが、絶対に   

GNP を忘れず自分自身に正直に付き合っていきなさい』と、言われた事を思い出し、私が

出会った素晴らしい仲間達と、その後の不思議な縁について書いてみました。 

（＊）〚 GNP とは、義理と人情と自身のプライドだそうです 〛 

 

１．新婚旅行での出会い 

 前出の２組の夫婦は新婚旅行の時に出会っ

た人達で、未だに私達夫婦を兄弟のように 

大事にしてくれていて、定年退職時には  

北海道に招待して貰い、翌年はみんなで  

一緒にハワイにも行きました。４４年の間に

行ったり来たりで、良くここまで付き合いが

続いているなぁと、なんとも不思議な縁です。 

結婚記念日が全く同じで、子育ての話から

孫守りまで、共通の話題が多く、３年程前  

から、LINE グループを組み、時節の挨拶から

健康管理、旅行（ゴルフ含む）へと、話題の中

心は次々と変わってきてます。横浜の友達は、私の東京出張時、飲み友達です。 

 

２．定年後、師匠との再会 

 シニアスタッフとして地元高松営業所勤務となり、現場管理を中心に仕事をすることに

なったのですが、そこで再会したのは、私が就職して最初に勤務した時の先輩で、       

サービスマンとしての師匠なのですが、彼は現在独立していて、工事業者として現場を  

仕切っていました。再び、現場管理の要領等について細かく指導して頂き、やっぱり私が

尊敬する師匠でした。 

 

 

３．おやじライダーズクラブ結成 

 現役時代、他社から引き抜いた形の修理業者２名が、定年で高松に帰って来た私を    

待ってたかのように『バイクでツーリングに行きましょう』と声をかけてきて、高校時代

に走り回ってた私はすっかり同調してしまい、カタログを読みあさり《YAMAHA-

XVS1300・南アフリカ仕様》を即購入、友達や仕事の先輩達が集まり、定期的に計画を  

組み、春夏秋冬、雨と雪を避けながら気ままに各地を走り抜けています。この年になって

も独特の解放感には、心満たされます。 

【2018 年 11月 27日ホノルル】 
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４．夜の徘徊族 

  結婚して、実家から８ｋｍ程離れてる分譲地に、家を建て、暮らし始めてから４４年の

間、お世話になりっぱなしの近所に住む中学校時代の同級生達、特に私が単身赴任で高知・

徳島・広島・東京・大阪と１４年間行ったり来たりの間、家族の困り事・町内会行事等で

彼らに無理なお願いばかりしてきました。

今、そのうちの２家族とは、雨か特別な行事

が無い限り、ほぼ毎日、１時間程徘徊してい

ます。近所でも有名な〖夜の徘徊族〗です。

もう７年継続してますが、季節の移り変わり

と夜空の月や星、雲などを観ながらの徘徊は

最高に気持ちが良いです。特に、ここ３年位

前から徘徊順路にある、蛍の出現スポットで

は、数が毎年増え続けており、今年の６月～

７月は蛍の乱舞に毎日癒されました。 

 

５．ゴルフを通じて出会った人達 

 三洋電機で働かせてもらった事は 

私にとって、実にラッキーだったので

すが、ゴルフとの出会いも同じで、  

ある日先輩から『野球やソフトボール

してるんなら、ゴルフを始めてみた

ら？』と言われたのがきっかけでやり

始め、今日まで数多くの人達と出会い、

何回か一緒にプレーすることで、親交

を深める事ができたのは、今の私に 

とっては最高の宝物です。 

 今年は、７月に出張を兼ねて、栃木

県でプレーしてきました。９月は静岡

の御殿場、10 月は広島のコンペに参加します。今後も体力が続く限りゴルフ友達とは付き

合って行きたいと考えています。 

 

 私は現在、平成元年に仕事で出会った、（一社）香川県冷凍空調設備工業協会、現会長

の誘いで、そこにお世話になっているのですが、協会役員の中に高校の同級生が居る事を

知らずに入り、その後、冷凍空気調和機器施工技能検定をはじめとした、検定試験や技術

講習会の殆どをその同級生と２人が中心となって講習しています。これもまた、不思議な

縁です。  

【小豆島オリーブ公園での徘徊族】 

【不思議な縁】 
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 定年後に実感した、人との出会いの面白さ、すばらしさ、不思議な縁は、まだまだ続き

そうです。 

 今後も、前出の上司の〚迷言〛を守り、体調不良の妻と年寄りの両親の健康に注意  

しながら、三洋電機が与えてくれた出会いに感謝し、正直に付き合っていきたいと考えて 

います。 

 

 

   こぼれ話 

 出会いの面白さの中で、最近特にびっくりしたのが、蛍に興味ある人達に、LINE で写真

を送っていたら、『来週、蛍を見に行く』と、次女の保育園時代の先生（彼女も中学の   

同級生）から返事が有り、連れてきたのが、女子プロゴルファーを目指し、小学校時代、

私と同じ打ちっぱなし場で練習してた娘さんで、『今度一緒にゴルフに連れて行って  

ください』ってことになり、お母さん了解のもと、早速、直近のゴルフコンペに誘うと、

『同じレギュラーティーから打つ』と言うので、『負けるわけにはいかん!! 勝って   

やろう』と思って臨み、たまたまハーフで勝ったものですから嬉しくて、調子こいて   

ビールと焼酎を飲んで、悠々と午後の再スタート。結果、きっちり倍返しされて惨敗。  

さすがにプロ試験を何回か経験してる実力者だけあって、ここぞという時の集中力は見事

でした。 

 後日、お母さんから『人の縁って不思議やネ、大切にしたいです』との LINE が入り、

既に、リベンジマッチも予定しており、我々のゴルフコンペに、今後も付き合ってくれる

そうで、周りの〖おやじ連中〗も大喜びです。 

 

 


